










Hemadsorption expressed by cloned H genes from subacute 
sclerosing panencephal itis (SSPE) viruses and their possible 









する (HAD陽性)。一方、 ili急性硬化性全脳炎 (SSPE)ウイルス株は大部分がHAD陰性である。これは
SSPEウイルスの脳内変異に伴う特性と考えられてきた。近年リンパ球系細胞で分離されたMVはHAO陰性
をホすことや、1-.皮系細胞での長期継代により陽性変異を起こしうることが示された。そこで、著者は、
本研究において、 SSPEウイルスのHAD陰性が脳内変異の結果であるか舌かを明らかにするため、大阪で
分離されたSSPEウイルスおよひ(~fV野外株のH遺伝了ーの庖基配列を解析し、クローン化された。 H遺伝ヂの一
過性発現により均一遺伝子からのHAD能を検討した。
【方法】 3株のSSPEウイルスとそれぞれ分離年代の異なる 8株のMV野外株感染細胞よりRNAを抽出した。
RT-PCR法にてcDNAを合成し、ダイしクトシークエンス法あるいはクローニングにより1遺伝子の塩基配
列を決定した。これらの塩基配列を比較し、 SSPEウイルスのprogeniiorウイルスを推定した。また、両ウ
イルスのH遺伝子をクローニングし、リポフェクション法でVero細胞膜上に発現させ、 HADを観察した。
【結果】 3株のSSPEウイルスのH遺伝子はよく保存されており、患者の麻疹催患年当時の分離MVである
長畑株や升迫株に類似性がより高かった。推定されるアミノ酸配列は、 H蛋白の機能に関与すると考え
られている部位は保存されていた。 H遺伝子c[)}iAの単独発現では上皮系細胞で、長期継代された豊島株や
長畑株はHAD陽性を示し、継代肢の短い升迫株およびSSPEウイルス 3株は陰件を示した。
【結論】 SSPEウイルスは日蛋円としての機能を保持しつつ患者脳内に持続感染していること、および SSPE
ウイルスは脳内でIAD陰性に変化したのではなく、初感染麻疹ウイルスの持つ本来の性質が保持されて
いることが示峻された。
論文審査の結果の要旨
}科診ウイルス標準株であるEdmonstoll株は L皮系細胞で分離され、その感染細胞はザル赤JI球をq段差
してHemadsorption(HAD)が陽性となる。これはH遺伝チにコードされたH蛍円の性質による。一方、
亜急性硬化性会脳炎 (SSPE) ウイルスではほとんどの株がサル赤血球を吸着しなl.-~..そのため、これは
SSPEウイルスの脳内変異に伴う特性と考えられてきた。しかし、近年リンパ球系細胞で分離された麻疹ウ
イルスはHADI~性を示すことや、陰性株は上皮系細胞での長期縦代により陽性変異を起こしうることが
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示された。本研究は、 SSPEウイルスのHAD陰性が脳内変異の結果であるか否かを明らかにするため、大
阪で分離されたSSPEウイルスおよび麻疹ウイルス野外株のH遺伝千の塩基配列を解析し、クローン化さ
れたH遺伝了:cONAのトランスフェクションにより均一遺伝子から発現したH蛋白のHAD能を検討したも
のである。
3株のSSPEウイルスとそれぞれ分離年代の異なる 8株のMV野外株のH遺伝子の指基配列を決定した。
3株のSSPEウイルスのH遺伝子はよく保存されており、居、苔の麻疹羅患年代の分離麻疹ウイルスである
長畑株や升迫株により類似性が高かった。推定されるアミノ酸配列は、 H蛋自の機能に関与すると考え
られている部位は保存されていた。 H遺伝子の単独発現では上皮系細胞で長期継代された豊島株や長畑
株はHAD揚性を示し、継代歴の短い升迫株およびSSPEウイルス 3株は陰性を不した。
以 t、SSPEウイルスは患者脳内でH蛋白としての機能を保持しており、脳内でHAD陰性に変化したのでは
なく、初感染麻疹ウイルスの持つ本来の性質が維持されていることが示唆された。
本論文は、麻疹ウイルスのSSPEウイルスへの脳内変異におけるH蛋白の性状を明らかにしたものであり、
この研究成果はおPE発症機構の一端の解明に寄与したものとして博士(医学)の学位を授与されるに値す
ると判定した。
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